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今
定
例
会
で
は
、「
令
和
５
年
度
蕨

市
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯
決

議
」
が
議
員
提
出
議
案
と
し
て
提
案
さ

れ
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
附
帯
決
議
に
お
い
て
争
点
と

な
っ
た
の
は
、
町
会
活
動
の
再
開
に
向

け
て
、
各
町
会
に
30
万
円
の
補
助
金
を

支
給
す
る
「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
町
会
活

動
再
開
支
援
事
業
補
助
金
」
と
、
各
町

会
に
２
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与

す
る「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
貸
与
事
業
」

の
２
つ
の
事
業
で
す
。
本
附
帯
決
議
の

内
容
と
反
対
討
論
の
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

※�
附
帯
決
議
…
法
的
拘
束
力
は
な
い
も

の
の
、
可
決
さ
れ
た
案
件
に
付
け
る

意
見
や
要
望
の
こ
と
。

賛
成　�

令
政
ク
ラ
ブ
・
公
明
党
・
無
所

属
（
小
林
前
議
員
）

附
帯
決
議
の
内
容　
「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ

ナ
町
会
活
動
再
開
支
援
事
業
補
助
金
」

は
当
初
、
例
え
ば
町
会
バ
ス
旅
行
等
の

開
催
経
費
の
一
部
に
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
よ
う
な
曖
昧
で
誤
解
を
招

き
か
ね
な
い
よ
う
な
使
途
基
準
の
説
明

が
あ
っ
た
。
30
万
円
の
補
助
金
を
否
定

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
広
く
効
果
が

現
れ
る
よ
う
明
確
な
使
途
基
準
が
必
要

で
あ
り
、
事
業
実
施
後
に
は
検
証
も
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、「
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
貸
与
事
業
」
は
、
貸
与

後
の
活
用
計
画
が
明
確
で
は
な
く
、
さ

ら
に
丁
寧
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
保

管
方
法
や
個
人
的
な
使
用
の
可
否
な
ど
、

使
途
管
理
基
準
が
明
確
と
な
っ
て
い
な

い
。
よ
っ
て
、
次
の
事
項
を
履
行
す
る

よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

１
．�

両
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
会
と
の

十
分
な
協
議
を
行
う
こ
と
。

２
．
使
途
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

３
．�

１
・
２
の
結
果
を
議
会
に
報
告
し

た
う
え
で
予
算
執
行
す
る
こ
と
。

反
対
　
日
本
共
産
党

　
本
附
帯
決
議
で
指
摘
し
て
い
る
内
容

に
つ
い
て
、
そ
の
多
く
は
既
に
本
会
議

や
委
員
会
で
の
審
議
等
で
明
確
に
答
弁

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
緯
や
制
度
趣

旨
、
運
用
方
針
に
つ
い
て
、
前
提
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
内
容
が
執
行
部
の
答

弁
で
示
さ
れ
た
内
容
と
異
な
る
部
分
も

少
な
く
な
い
。
そ
の
論
証
も
不
十
分
な

ま
ま
、
予
算
執
行
を
先
送
り
す
る
こ
と

も
含
め
た
対
応
を
求
め
る
内
容
に
は
到

底
賛
成
で
き
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

反
対
　
無
所
属
（
榎
本
議
員
）

　
「
バ
ス
旅
行
に
も
使
え
る
説
明
」
と

い
う
部
分
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
り
、
賛

成
で
き
な
い
の
で
反
対
す
る
。

　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
同
意
見
書
を

全
会
一
致
で
可
決
し
、
国
や
関
係
機
関

等
に
送
付
し
ま
し
た
。

内
容　
帯
状
疱
疹
は
、
50
歳
代
か
ら
発

症
率
が
高
く
な
り
、
80
歳
ま
で
に
３
人

に
１
人
が
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

治
療
が
長
引
く
ケ
ー
ス
や
後
遺
症
と
し

て
痛
み
な
ど
の
症
状
が
残
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
発
症
予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
が
有

効
と
さ
れ
て
い
る
が
、
費
用
が
高
額
で

接
種
を
諦
め
る
高
齢
者
も
少
な
く
な
い
。

　
そ
こ
で
政
府
に
対
し
て
、
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
制
度
の
創
設
や
、
予

防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種
化
を
強

く
求
め
る
。

議
員
提
出
議
案
第
２
号

「
令
和
５
年
度
蕨
市
一
般
会
計
予
算
に

対
す
る
附
帯
決
議
」
を
原
案
可
決

議
員
提
出
議
案
第
３
号

「
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の

助
成
並
び
に
定
期
接
種
化

を
求
め
る
意
見
書
」

３ 月 定 例 会
和５年３月定例会は、２月17日から３月23
日までの35日間の会期で開催し、初日には、

１月７日にご逝去された故池上智康議員への黙と
う・追悼の辞・哀悼決議を行ったほか、市長からの
施政方針表明がなされました。
　２月27、28日には、人事案１件を同意とし、会
派等の代表者が市政について問う代表質問と議案に

対する質疑を実施しました。（４・５ページ参照）
　３日間にわたり行われた一般質問では、13名の
議員が市政の課題を問いました。（６～12ページ参照）
　最終日には、陳情２件を不採択とし、市長提出議
案34件を原案のとおり可決したほか、一般会計当
初予算に対する附帯決議を含む議員提出議案２件を
原案のとおり可決して閉会となりました。

令
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　市議会では、令和５年度予算の内容について、予
算決算常任委員会の総務・環境福祉経済・教育まち
づくりの３つの分科会において、詳細にわたり審査
を行っています。
　令和５年度の予算と主な新規・拡充事業について、
審査を行った分科会ごとに紹介します。（◆印は、
新型コロナ・物価高騰緊急対策第８弾の事業です。）

令和５年度の主な事業

◇市役所新庁舎建設の推進	 11億3,957万円
　�今年秋の開庁に向けて、建設工事や備品整備、移
転等に要する費用を計上しています。

◇新庁舎におけるデジタル化の推進	1,914万円
　�新庁舎開庁に合わせてICT技術を活用した次の事
業等を実施し、市民の利便性向上を図ります。
　・証明書の自動交付機を設置
　・市民課待合スペース等に公衆無線LANを整備
　・書かずに申請を行える「スマート窓口」を導入

◇災害救助用資機材搬送車等の整備	 4,998万円
　�指令車を災害救助用資機材搬送車に更新するほか、
経年劣化した消防団第３分団の消防ポンプ自動車
を更新します。

◇地域防災計画の改定	 1,026万円
　�現行の地域防災計画について、法制度や上位計画
との整合を図るとともに、近年の大規模災害の教
訓や課題を踏まえて改定します。

◇自転車用ヘルメット購入費補助金	 100万円
　�自転車乗車時のヘルメット着用が努力義務となる
ことから、着用促進のため、購入費の２分の１（上
限2,000円）を補助します。

◆水道基本料金の無料化（４か月分）
	 １億4,910万円
　�市内全ての家庭、事業所の水道基本料金を４か月
分無料化します。

◆幼稚園、小・中学校の給食費無償化（４か月分）
	 9,717万円
　�幼稚園、小・中学校に通う子どもの給食費につい
て、４か月分の無償化などを実施します。

◇学校トイレの改修	 5,962万円
　�小・中学校の教育環境改善を目的に、今年度は西・
塚越・中央小学校、第二中学校で実施します。

◇デジタルドリルの導入	 819万円
　�デジタルドリルを整備し、基礎学力の向上や理解
度に応じた学びの実現を図ります。

◇蕨駅西口再開発事業の推進	 ３億2,800万円
　�事業主体である再開発組合に対して支援を行いな
がら、令和８年度の竣工を目指します。

◇道路老朽化対策の集中的実施	 １億6,169万円
　�老朽化した路線に対する集中的な措置として舗装
等補修工事などの路線数を拡大して実施します。

◆保育園の給食費無償化（４か月分）	 1,828万円
　�保育園に通う子どもの給食費について、４か月分
の無償化などを実施します。

◆地域活性化・消費者応援事業第４弾
	 6,951万円
　�事業者支援や市民の暮らし応援、地域のキャッシ
ュレス化推進を図るため、スマホ決済を活用した
ポイント還元キャンペーンを実施します。

◇子育てファミリー応援給付金	 300万円
　�令和５年４月１日以降に生まれた新生児を対象に、
１人当たり5,000円を給付します。

◇第３次わらび健康アップ計画の策定	 548万円
　�健康づくりの取り組みを更に発展させて、スマー
トウェルネスシティを目指します。

◇ふれあい収集の実施	 70万円
　�自らごみを出せない高齢者・障害者世帯を対象に、
戸別のごみ収集を実施します。

◇魅力ある店舗づくりの支援	 330万円
　�企業診断後に店舗改装等を実施した事業者に、事
業費の３分の２を助成します。（上限30万円）

教育まちづくり分科会

環境福祉経済分科会

総　務　分　科　会

令和５年度一般・特別・企業会計予算
一般会計 280億4,757万7,000円
国民健康保険特別会計 70億1,800万円
錦町土地区画整理事業特別会計 14億5,800万円
介護保険特別会計 56億5,500万円
後期高齢者医療特別会計 10億5,700万円
公共用地先行取得事業特別会計 9,400万円
病院事業会計（収益的支出） 33億2,835万4,000円
水道事業会計（収益的支出） 13億9,877万5,000円
公共下水道事業会計（収益的支出） 16億　142万9,000円

合　　計 496億5,813万5,000円
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代表質問とは――――――――
一般会計当初予算案や市政全体
にわたり、各会派の代表者１名
と、２人以上の議員で構成する
会派に所属していない議員がそ
れぞれの持ち時間で質問する制
度です。

代表質問

日
本
共
産
党　

鈴
　
木
　
　
智

物
価
高
騰
・
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
影
響
は
深
刻
、

く
ら
し
・
地
域
経
済
を
守

る
た
め
全
力
を

議
員
物
価
高
騰
や
新
型
コ
ロ
ナ

が
深
刻
。
消
費
税
減
税
な
ど
、
国

の
抜
本
的
対
策
は
な
く
、
最
も
身

近
な
市
政
の
役
割
は
重
要
と
な
っ

て
い
る
。
本
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

市
長
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
初

め
て
の
事
態
の
中
で
文
字
通
り
全

力
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
は
、
市
立

病
院
を
中
心
に
発
熱
外
来
を
含
め

て
備
え
、
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布
で

き
る
体
制
の
構
築
な
ど
対
応
し
つ

つ
、
日
常
生
活
へ
の
移
行
を
し
っ

か
り
や
っ
て
い
き
た
い
。
物
価
高

騰
に
対
し
て
は
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
し
て
き
た
。
今
後
も
水
道
基

本
料
金
４
か
月
分
無
料
化
、
給
食

費
４
か
月
無
償
化
な
ど
緊
急
対
策

第
８
弾
を
提
案
。
厳
し
い
物
価
高

騰
か
ら
市
民
の
生
活
を
守
り
抜
く

た
め
全
力
を
挙
げ
る
。

議
員
恒
常
的
な
給
食
の
無
償
化

や
負
担
軽
減
の
検
討
は
。

教
育
部
長
子
育
て
支
援
に
効
果

が
あ
り
、
全
国
的
な
広
が
り
も
認

識
し
て
い
る
が
、
財
源
確
保
な
ど

課
題
が
あ
る
。

市
長
段
階
的
な
対
応
が
あ
る
こ

と
も
認
識
。
未
来
に
希
望
が
持
て

る
施
策
と
し
て
研
究
・
検
討
し
て

い
き
た
い
。

議
員
３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
重

点
事
業
に
お
い
て
「
未
来
に
希
望

を
」「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
掲
げ

た
思
い
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長
コ
ロ
ナ
禍
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
の
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
未
来
に
希
望
が
持

て
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
。
具
体

的
に
は
、
市
立
病
院
の
建
て
替
え

と
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の
推
進
、

蕨
駅
西
口
の
再
開
発
、
子
育
て
、

教
育
力
、
新
庁
舎
の
完
成
と
防
災

都
市
づ
く
り
、
環
境
。
特
に
環
境

は
非
常
に
多
く
の
皆
さ
ん
が
関
心・

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
テ
ー
マ
で

あ
り
、
役
割
を
発
揮
で
き
る
都
市

に
し
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
単
な
る

理
想
で
は
な
く
、
今
ま
で
の
成
果

の
上
に
実
現
可
能
な
も
の
と
し
て

提
案
し
た
。
ま
た
、「
選
ば
れ
る
」

と
は
、
住
ん
で
い
る
方
々
が
蕨
の

ま
ち
に
愛
着
を
感
じ
る
、
子
育
て

し
や
す
い
と
感
じ
る
こ
と
が
原
点
。

議
員
役
割
の
認
識
、
建
て
替
え

の
検
討
は
ど
う
か
。

病
院
事
務
局
長
公
立
病
院
と
し

て
地
域
の
中
核
病
院
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
小
児
を
含
む
２
次

救
急
な
ど
医
療
機
能
等
の
継
続
が

重
要
で
、
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
も
期
待
さ
れ
る
。
建
て
替
え
に

つ
い
て
は
、
市
立
病
院
施
設
整
備

検
討
委
員
会
の
報
告
書
で
現
地
建

て
替
え
２
案
と
移
転
新
築
案
を
示

し
た
。
検
討
を
深
め
、
今
年
度
中

に
判
断
し
た
い
。

議
員
未
来
に
向
け
、
避
け
て
通

れ
な
い
重
要
な
課
題
が
あ
る
。
そ

の
中
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
多
文

化
共
生
へ
の
対
応
も
要
望
し
て
き

た
。
市
長
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長
共
通
し
て
大
事
な
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
な
生
き
方
を
決

め
る
権
利
を
社
会
が
認
め
合
い
、

支
え
あ
う
包
摂
性
の
あ
る
社
会
の

推
進
。
そ
れ
が
生
き
や
す
い
社
会

に
つ
な
が
る
。
そ
う
し
た
根
底
の

中
に
前
進
さ
せ
た
い
。

令
政
ク
ラ
ブ　

前
川
　
や
す
え

実
効
性
を
伴
う
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
求
め
る
！

～
令
和
５
年
度
予
算
概
要
と

主
な
事
業
に
つ
い
て
～

議
員
中
心
市
街
地
活
性
化
プ
ラ

ン
は
、
サ
ブ
リ
ー
ス
事
業
な
ど
の

積
極
的
な
空
き
店
舗
対
策
、
回
遊

性
を
生
み
出
す
交
流
拠
点
の
整
備

等
を
行
う
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
く
た

め
の
１
年
目
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
る
。
空
き
店
舗
が
約
60
店
舗
あ

る
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長
魅
力
あ
る
店
舗

づ
く
り
に
対
す
る
支
援
制
度
を
創

設
す
る
な
ど
、
営
業
を
長
く
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
た
い
。

議
員
駅
前
再
開
発
事
業
と
同
時

に
旧
中
山
道
ま
で
の
に
ぎ
わ
い
創

出
に
関
す
る
プ
ラ
ン
を
考
え
て
い

か
な
い
と
空
白
の
区
間
が
で
き
る
。

人
の
動
線
や
回
遊
性
な
ど
も
考
え

な
が
ら
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

っ
て
早
急
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

議
員
本
市
が
目
指
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
と
は
ど
の
よ
う
か
。

教
育
長
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
姿

勢
を
身
に
つ
け
、
ま
た
、
そ
の
学

び
を
自
ら
深
め
て
い
く
た
め
の
効

果
的
な
手
段
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
を
推
進
し
、
主
体
的
、
対
話
的

で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授

業
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
の
学
習
の
基
礎
と
な
る
資

質
・
能
力
の
１
つ
で
あ
る
情
報
活

用
能
力
の
育
成
を
図
り
た
い
。

議
員
市
立
病
院
を
計
画
的
に
建

商
店
街
へ
の
支
援
に

つ
い
て

市
立
病
院
の
建
て
替
え

に
つ
い
て

未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に

←

「
未
来
に
希
望
を
」「
選
ば

れ
る
ま
ち
」
に
つ
い
て

市
立
病
院
の
役
割
と

建
て
替
え

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

多
文
化
共
生
の
推
進
を
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令
和
５
年
度
の
行
政
運
営

及
び
市
長
の
施
政
方
針
に

つ
い
て

新
年
度
予
算　
市
民
に
寄
り
添
っ
た
施
策
の
実
施
を

議
員
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
の
一

環
と
し
て
、「
お
く
や
み
窓
口
」

の
設
置
に
つ
い
て
過
去
に
質
問
を

し
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
検

討
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長
「
お
く
や
み
窓
口
」

の
設
置
に
は
、
専
門
職
員
の
確
保

や
費
用
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
現

在
は
必
要
な
場
合
に
関
係
部
署
の

職
員
が
市
民
課
に
出
向
く
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
。
国
が
推
進
す
る

死
亡
・
相
続
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、

本
市
の
望
ま
し
い
手
続
方
法
の
在

り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

議
員
市
役
所
新
庁
舎
や
公
共
施

設
等
に
Wi
―
Fi
を
設
置
す
る
計
画

は
ど
う
か
。

総
務
部
長
新
庁
舎
１
階
の
市
民

課
待
合
ス
ペ
ー
ス
や
カ
フ
ェ
ス
ペ

ー
ス
等
に
、
ど
な
た
で
も
利
用
可

議
員
新
し
い
市
役
所
で
は
、
す

べ
て
の
電
話
を
録
音
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
市
民
へ
の
周
知
は
。

総
務
部
長
録
音
告
知
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
毎
回
流
す
予
定
と
し
て
い
る
。

議
員
新
庁
舎
で
清
掃
・
警
備
・

設
備
管
理
を
一
元
化
し
て
業
者
に

委
託
す
る
こ
と
の
目
的
と
今
働
い

て
い
る
方
の
雇
用
の
継
続
は
ど
の

よ
う
か
。

総
務
部
長
不
具
合
等
の
早
期
発

見
に
よ
る
建
物
被
害
の
拡
大
を
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。
雇
用
の
継
続
に

能
な
公
衆
用
Wi
―
Fi
を
設
置
す
る
。

教
育
長
公
民
館
へ
の
設
置
は
、

関
連
部
署
と
情
報
交
換
し
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員
市
職
員
の
年
齢
別
構
成
の

状
況
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
、
採
用
計
画
を
策
定
し
て

い
る
か
。

総
務
部
長
20
歳
代
と
50
歳
代
以

降
の
職
員
数
が
少
な
く
、
30
歳
代

と
40
歳
代
の
職
員
数
が
比
較
的
多

い
。
職
員
の
年
齢
構
成
の
隔
た
り

を
軽
減
し
、
必
要
な
人
員
の
確
保

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

議
員
特
に
、
消
防
な
ど
の
専
門

職
に
つ
い
て
は
、
技
術
の
継
承
等
、

後
継
者
を
育
て
る
意
味
で
も
、
人

を
増
や
す
こ
と
が
必
要
か
と
考
え

て
い
る
。
定
員
管
理
の
在
り
方
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

議
員
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

つ
い
て
は
、「
市
内
雇
用
促
進
の

取
り
組
み
」
を
事
業
者
選
定
基
準

の
ひ
と
つ
と
し
た
い
。

議
員
道
路
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
の
著
し
い
路
線
に
つ
い
て
、
新

年
度
の
予
算
で
集
中
的
に
措
置
を

行
う
が
、
こ
れ
で
必
要
な
箇
所
は

す
べ
て
対
応
済
み
と
な
る
の
か
。

次
年
度
も
同
様
に
行
う
べ
き
だ
と

思
う
が
い
か
が
か
。

都
市
整
備
部
長
こ
れ
ま
で
も
路

が
始
ま
っ
て
数
年
経
過
し
た
が
、

児
童
・
生
徒
の
関
心
度
や
成
果
は

ど
の
よ
う
か
。

教
育
長
日
々
の
学
習
の
中
で
、

そ
の
時
々
に
応
じ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
多
様
な
ツ
ー
ル
を
適
切
に
活
用

す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

は
明
ら
か
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
し
た
授
業
や
学
習
に
つ
い

て
関
心
度
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
成
果
と
し
て
も
、
主
体
的
、

対
話
的
で
深
い
学
び
に
つ
な
が
る

授
業
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

議
員
市
立
病
院
を
建
て
替
え
る

こ
と
に
異
論
は
な
い
が
、
経
営
の

健
全
化
、
企
業
体
と
し
て
の
業
績

が
大
事
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
の

外
来
・
入
院
の
動
向
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。

病
院
事
務
局
長
外
来
で
は
、
発

熱
外
来
の
受
診
者
数
は
増
え
た
も

の
の
、
一
般
の
患
者
数
は
伸
び
悩

ん
で
い
る
。
入
院
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
患
者
の
受
け
入
れ
に

よ
っ
て
、
一
部
病
床
を
休
床
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
病
床
利
用

率
は
50
％
後
半
で
推
移
し
て
い
る
。

回
復
傾
向
に
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
は
ま
だ
戻
っ
て
い

な
い
。

面
調
査
を
行
い
、
優
先
度
を
つ
け

て
実
施
し
て
き
た
。
一
定
の
改
善

が
見
込
ま
れ
る
ま
で
次
年
度
以
降

も
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
公
園
等
の
樹
木
の
落
ち
葉

対
策
と
し
て
強
剪
定
を
行
う
が
、

た
だ
で
さ
え
緑
の
少
な
い
本
市
に

お
い
て
、
そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
の
認

識
は
。

都
市
整
備
部
長
樹
木
は
Ｃ
Ｏ
２

の
吸
収
や
地
球
温
暖
化
、
都
市
景

観
の
向
上
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。

い
た
ず
ら
に
切
る
の
で
は
な
く
、

適
切
な
状
況
と
し
た
い
。

無
所
属　

榎
本
　
和
孝

て
替
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え

は
ど
う
か
。

病
院
事
務
局
長
現
地
で
の
建
て

替
え
案
２
案
と
、
別
敷
地
へ
の
移

転
建
て
替
え
案
の
計
３
案
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
今
年

度
に
お
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
深

め
、
建
て
替
え
に
つ
い
て
の
最
終

的
な
考
え
を
示
し
た
い
。

議
員
各
町
会
に
30
万
円
を
支
給

す
る
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
町
会
活
動

再
開
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

町
会
は
本
当
に
お
金
の
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
の
か
。
活
動
再
開

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ
っ
た
り
、

高
齢
化
し
て
い
る
町
会
に
依
存
し

て
い
る
市
か
ら
の
仕
事
の
見
直
し

で
あ
っ
た
り
と
、
ほ
か
に
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
も
思
う
。
本
事
業
に
つ
い
て
の

見
解
は
ど
の
よ
う
か
。

市
民
生
活
部
長
コ
ロ
ナ
禍
の
３

年
間
で
町
会
が
ど
う
い
っ
た
部
分

で
苦
悩
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
聴

取
し
た
り
、
個
別
に
相
談
を
受
け

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
い
よ
い
よ
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
通
常
の
活
動
に
移
っ

て
い
た
だ
く
際
に
、
ど
う
し
て
も

一
時
的
な
経
費
が
あ
る
程
度
の
金

額
ベ
ー
ス
で
必
要
に
な
る
こ
と
、

ま
た
、
町
会
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
一
定
の
支
出
を
伴
う
こ
と
な
ど

を
十
分
に
考
慮
し
、
様
々
勘
案
す

る
中
で
、
市
と
し
て
は
金
額
的
な

支
援
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

町
会
活
動
の
支
援
に
つ

い
て

←

公
明
党　

大
石
　
幸
一

お
く
や
み
窓
口
の
設
置
に

つ
い
て

市
立
病
院
に
つ
い
て

教
育
環
境
の
整
備
に
つ

い
て

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

つ
い
て

市
民
か
ら
は
道
路
に
つ

い
て
の
要
望
が
多
い

市
職
員
数
の
適
正
化
に

つ
い
て


